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福岡空港関連 自動車専用道路の計画検討区間 

アアアンンンケケケーーートトトにににごごご協協協力力力くくくだだださささいいい   
ままますすすよよよううう、、、おおお願願願いいいしししままますすす。。。   

福福岡岡空空港港関関連連  自自動動車車専専用用道道路路のの  
計計画画検検討討にに関関すするるアアンンケケーートト  

【路線位置図】【広域図】

(１)計画検討の内容 

(２)位置 

〇福岡空港では、滑走路増設事業が進められており、事業期間は約１０年が見込まれています。 
〇福岡市南部地域や太宰府インターチェンジ方面からの都市高速道路と国内線旅客ターミナルのアク

セス改善や、国道３号の混雑緩和を図るため、自動車専用道路の検討を行います。 

国国内内線線旅旅客客タターーミミナナルル

空空港港通通

ラランンププ  

このアンケート

は、福岡空港関連 

自動車専用道路の

計画づくりの参考

にさせていただく

ため、福岡市より、

みなさまにご意見

をお伺いするもの

です。 

また、本アンケ

ートは環境影響評

価法に基づく配慮

書の案についての

意見聴取の手続を

兼ねています。 

このアンケートの 

お問い合わせ先 

福岡市 住宅都市局 都市計画部 ⾃動⾞専⽤道路担当 
〒810-8620 福岡市中央区天神１丁⽬８番１号  TEL : 092-711-4399 
E-mail : senyoudou.HUPB@city.fukuoka.lg.jp  FAX : 092-733-5590
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■回答の提出方法 
・回答は、付属の「アンケート回答用 返信はがき」に記入し、郵便ポストに投函してください。 
・福岡市のＨＰでの回答は、回答用紙をダウンロードして、回答を下記アドレスまで送信して 

ください。 
E-mail：senyoudou.HUPB@city.fukuoka.lg.jp 

■締め切り 
平成 27 年１０⽉１６⽇(⾦)までに必着できるよう、投函（又は送信）をお願いします。 

※このアンケートは、環境影響評価法に基づく配慮書の案についての意見聴取の手続を兼ねています。

※いただいたご意見等は、統計的な処理にのみ使用いたします。また、他の目的での使用や、 
第三者に提供することはありません。 

問１_福岡空港の利用、空港の近くに用事がある、自動車などで空港の近くを 
通過するなどの場合の状況についてお聞きします。 

※当てはまらない方は、問２（次のページ）にお進みください。 

(1) 主な⽬的は何ですか。 
（ 当 て は ま る 番 号 を １ つ 選 び 、 回 答 欄 の 数 字 を ○ で 囲 ん で く だ さ い 。）  

①空港利用 

（ 空 港 利 用 以 外 ）  

②通勤・通学  ③日常生活（買い物など） ④仕事  ⑤その他 

(2) その⽬的の頻度はどのくらいですか。
（ 最 も 当 て は ま る 番 号 を １ つ 選 び 、 回 答 欄 の 数 字 を ○ で 囲 ん で く だ さ い 。）  

①ほぼ毎日     ②数日/週     ③数日/月     ④数日/年 

(3) その⽬的の主な交通⼿段は何ですか。
（ 最 も 当 て は ま る 番 号 を １ つ 選 び 、 回 答 欄 の 数 字 を ○ で 囲 ん で く だ さ い 。）  

①自家用車（送迎含む） ②バス ③タクシー ④商用車（貨物車含む）⑤地下鉄 ⑥自転車

⑦徒歩 ⑧その他 

 

(記入例)  

(３)で「①～④」と答えた人にお聞きします。 

(5) 以下の中でよく利⽤するランプはどこですか。
（ 最 も 当 て は ま る 番 号 を １ つ 選 び 、回 答 欄 の 数 字 を ○ で 囲 ん で く だ さ い 。） 

①空港通 ②榎田 ③半道橋 ④月隈 ⑤金の隈 ⑥西月隈 

⑦その他 ⑧分からない 

(4) 都市⾼速道路を利⽤しますか。 
（ 最 も 当 て は ま る 番 号 を １ つ 選 び 、 回 答 欄 の 数 字 を ○ で 囲 ん で く だ さ い 。） 

①利用する    ②利用しない 

(３)で「⑤～⑧」と答えた人 

問２にお進み 

ください。 

(４)で「①」と答えた人にお聞きします。 (４)で「②」と答えた人 

問２にお進み 

ください。 

アンケートにご協力ください 
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配 慮 す べ き 事 項  
１  

特 に 配 慮

す べ き  

２  
配 慮  

す べ き  

３  
や や 配 慮  

す べ き  

４  
あまり配慮す

る必要はない

５  
分からない

 

① 生 活 環 境 （ 大 気 質 な ど ）、 自 然 環 境 、  

景 観 へ の 影 響 が 少 な い こ と  
１ ２ ３ ４ ５ 

② 浸 水 ・ 地 震 な ど の 災 害 時 の 影 響 が 少 な い

こ と  
１ ２ ３ ４ ５ 

③ 空 港 機 能 や 道 路 交 通 へ の 影 響 を 少 な く

す る こ と （ 安 全 性 の 確 保 ）  
１ ２ ３ ４ ５ 

④ 工 事 期 間 中 の 周 辺 交 通 、 航 空 機 の 運 航 へ

の 影 響 を 最 小 限 に す る こ と  
１ ２ ３ ４ ５ 

⑤ 建 設 費 用 が 安 い こ と  

 
１  ２  ３ ４ ５ 

※４・５ページに示した「複数案の検討」を参考にお答えください。 

問２_自動車専用道路の計画にあたり、次ページに示す複数案(ルート)を検討す
る際、空港へのアクセス改善や周辺道路の混雑緩和以外で、どのようなこと
に配慮すべきと思いますか。 

下記の①～⑤の項目について、それぞれ５段階で評価してください。 
（1～5 いずれかに○を１つずつ、つけてください。） 

（ 当 て は ま る 番 号 を １ つ 選 び 、 回 答 欄 の 数 字 を ○ で 囲 ん で く だ さ い 。）  

(1)住所 福岡市  ①東区 ②博多区 ③中央区 ④南区 ⑤城南区 ⑥早良区 ⑦西区 

⇒丁目等もご記入ください （              ） ※記入例（ 天神１     ） 

⑧福岡市以外（       市・町）  ⑨福岡県外 （       都・道・府・県） 

(2)性別 ①男性  ②女性 

(3)年齢 ①10 歳代 ②20 歳代 ③30 歳代 ④40 歳代 ⑤50 歳代 ⑥60 歳代 ⑦70 歳代以上 

(4)職業 ①会社員・公務員・団体職員 ②自営業 ③学生 ④家事手伝 ⑤専業主婦・専業主夫 

  ⑥ｱﾙﾊﾞｲﾄ・ﾊﾟｰﾄ ⑦その他（      ） 

(5)自動車運転免許証の有無 ①有  ②無 

(6)自動車運転 ①する  ②しない 

ご協力ありがとうございました 

問４_あなたのことについてお聞かせください。 

問３_前記（問２）に示した事項以外で、あなたが配慮すべきと思うこと等があれば、
ご自由にお書きください。 

（自由回答） 

※環境について頂いたご意見は、環境影響評価法に基づく配慮書の案についての意見として 
取り扱わせて頂きます。 

町 

丁目 
町 

丁目 
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(1)複数案（ルート）の基本的な考え⽅ 

 
 
(2)ルート検討上の留意点 

 
 
(3)複数案の概要と⽐較(案) 
 
 
 
 

既存道路の活⽤案 既存道路の活⽤案 迂回案
案１（⾼架案） 案２（トンネル案） 案３（迂回案）

  

概要・特徴 
既存道路(空港通り)空間を活⽤しながら、国道３号空港⼝交差点を
⾼架橋で⽴体交差し、国内線ターミナルへ延伸するルート 
※ただし、高さ制限と道路空間との離隔がほとんどない 

既存道路(空港通り)空間を活⽤しながら、国道３号空港⼝交差点を 
トンネルで⽴体交差し、国内線ターミナルへ延伸するルート 

空港の⾼さ制限と道路空間との離隔を確保しながら、国道３号を⾼架橋で
⽴体交差し、国内線ターミナル⽅⾯へ延伸するルート 
※高架橋が空港から離れることで、案１と比べ、空港の高さ制限と道路

空間との離隔を確保できる 

効
果
等 

空港へのアクセス改善 ⾃動⾞専⽤道路が空港場内へ直結するため「空港通」「半道橋」「⾦の隈」の各ランプからの所要時間が短縮される（約 5 分〜約 10 分短縮）

周辺道路の混雑緩和 1.⼀般道の交通が⾃動⾞専⽤道路に転換するため，空港周辺道路の混雑が緩和される 
2.主要渋滞箇所（空港⼝・榎⽥・⽴花寺）の通⾏を回避できる 

事故危険性の低減 ⾃動⾞専⽤道路を通⾏することで事故危険区間（交差点）を回避できる 

道
路
整
備
に
よ
る
影
響
等 

①⽣活・ 
⾃然環境等 

⽣活環境 

⼤気質 沿道の⼤気質に影響を与える可能性は⼩さい 沿道の⼤気質に影響を与える可能性は，案 1，案 3 よりも⼩さい 沿道の⼤気質に影響を与える可能性は⼩さい

騒⾳ 沿道の騒⾳に影響を与える可能性がある 
 

⼀部トンネル化により，沿道の騒⾳に影響を与える可能性は，案 1，案 3
よりも⼩さい 

沿道の騒⾳に影響を与える可能性がある

その他(地盤) 地盤(地下⽔位) 地盤に影響を与える可能性は，案 2 よりも⼩さい ⼀部トンネル化により，地盤への影響を与える可能性がある 地盤に影響を与える可能性は，案 2 よりも⼩さい

その他(公園) 榎⽥中央公園 公園機能を⼤きく損なう恐れがある（公園⾯積の減少等） 影響なし 影響なし 
⼤井中央公園 案 3 に⽐べ影響は⼩さい 案 3 に⽐べ影響は⼩さい 公園機能を⼤きく損なう恐れがある（公園⾯積の減少等）

⾃然環境 重要な動物の⽣息環境に影響を与える可能性はあるが、植物の⽣育環境や⽣態系に影響を与える可能性は⼩さい 
景観 ⾼架橋の存在により景観を損なう可能性がある トンネル区間は周辺の景観を損なわない ⾼架橋の存在により景観を損なう可能性がある

②災害への影響 浸⽔ ⾼架橋のため影響なし トンネル部の浸⽔対策が必要となる ⾼架橋のため影響なし 
地震 ⾼架橋は兵庫県南部地震(H7.1)規模に耐えられる耐震構造となっている ⼀般的にトンネルは地震に強いと評価される ⾼架橋は兵庫県南部地震(H7.1)規模に耐えられる耐震構造となっている

③空港機能・道路交通への影響 

空港の⾼さ制限はクリアするものの，航空路と⾼架橋が近接する
（⾼さ制限と道路空間との離隔の余裕が殆どない箇所が⽣じる） 
さらに航空機の離発着時にパイロットに⼼理的影響を与える可能性がある 

トンネルのため，空港の⾼さ制限の影響はない 空港の⾼さ制限はクリアするものの，航空路と⾼架橋が近接する
（⾼さ制限と道路空間との離隔の余裕が殆どない箇所が⽣じる） 
さらに航空機の離発着時にパイロットに⼼理的影響を与える可能性がある 

⾼架橋のため航空機の進⼊灯の⼀部改良が必要 トンネルのため進⼊灯への影響はない ⾼架橋のため航空機の進⼊灯の全⾯的な改良が必要
航空機が⾼架橋上空を通過する際の⾞の脇⾒事故が懸念される
 

トンネル⾛⾏中は航空機が⾒えないため，案１，案３より脇⾒事故の懸
念は⼩さい 

航空機が⾼架橋上空を通過する際の⾞の脇⾒事故が懸念される

⼀般的にはカーブ区間の事故が多く，案３に⽐べカーブ区間が少ないため
事故の懸念は⼩さい 

⼀般的にはカーブ区間の事故が多く，案３に⽐べカーブ区間が少ないため
事故の懸念は⼩さい 

⼀般的にはカーブ区間の事故が多く，案１，案２よりカーブ区間が多いた
め事故への懸念が⼤きい 

④⼯事期間中の影響 

交通 ⼀般交通への影響は最も⼤きい ⼀般交通への影響は，案１に⽐べ⼩さい ⼀般交通への影響は，案１，案２に⽐べ⼩さい
 国道３号への影響 空港⼝交差点の⾼架橋⼯事による⻑期交通規制が⽣じる ⼯法によっては，交通規制は⽣じない 国道３号上空の⾼架橋⼯事による交通規制が⽣じる

航空機の運航 ⾼架橋⼯事にともない影響が懸念される 
 

⽀障がない施⼯が可能と考えられる ⾼架橋⼯事に伴い影響を与える可能性が⾮常に⼤きい
（進⼊灯の改良中，視界不良時の就航率が下がる） 

そ
の
他 

建設期間 
⾼さ制限内での⼯事に加え夜間⼯事が多くなることが想定され，建設期間
が⻑期化する可能性がある 
 

⼀般的な⾼架橋と⽐較し，トンネル⼯事のため建設期間がかかる ⾼さ制限内での⼯事に加え夜間⼯事が多くなることが想定され，建設期間
が⻑期化する可能性がある 
また，案 1 に⽐べ延⻑が⻑い分，建設期間を要する 

建設費 
⼀般的に⾼架橋はトンネルより安価だが，⾼さ制限内での⼯事に加え夜間
⼯事が多くなることが想定され，建設費⽤が増⼤する可能性があるため，
案２との差は⼩さくなる 

⼀般的な⾼架橋と⽐較し，トンネル⼯事のため建設費は割⾼となる ⾼さ制限内での⼯事に加え夜間⼯事が多くなることが想定され，⼀般的な
⾼架橋に⽐べ建設費⽤が増⼤する可能性がある 
また，案 1 に⽐べ延⻑が⻑い分，建設費⽤を要する  

複数案の検討 

①既存の都市⾼速道路を有効活⽤し、福岡⾼速３号線を国内線旅客ターミナル⽅⾯へ延伸
②豊ジャンクションにおいて、太宰府⽅⾯と国内線旅客ターミナル⽅⾯を繋ぐルートを設定 

空港が近接していることから、航空法による⾼さ制限など航空機の安全な運航に配慮したルートを検
討する。（右図参照） 

至 太宰府方面 

※概略計画(ルート)は、実際の道路より広い幅
100ｍ程度を設定します。 

 
※詳細な道路線形・構造・ランプ(出⼊⼝)の位置
等は、今後の都市計画や環境影響評価の検討
の中で決定します。 

至 太宰府方面 至 太宰府方面 

■航空路と道路が近接 
（航空法による高さ制限） 

■航空保安関係施設（進入灯）

１ ２

１ ２

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図 25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号 平 27 情複、 第 527 号）
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(1)⽣活環境等の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)⾃然環境等の状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(参考)生活環境・自然環境等の状況 

凡 例 

   地下鉄 

   JR 

   河川 

   福岡都市高速 

大気質，騒音，振動， 

水質調査地点 
 

○：環境基準等を満足 

●：環境基準等を超過 

①～⑤： 景観調査地点 

   一般国道 

   主要地方道 

   一般県道 

凡 例 

   地下鉄 

   JR 

   河川 

   福岡都市高速 

保全対象施設等 
● 学校等 
○ 病院等 

事業実施想定区域 
   案 1,案 2 
    案 3 

重要な種 

（福岡市環境配慮指針（改訂版）掲載種） 

  陸生動物 

  水生動物 

  植物  

住居系土地利用 

断層 

急傾斜地崩壊危険区域 

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図 25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号 平 27 情複、 第 527 号）



7 

 

 

 

(1)意⾒聴取の⽬的 
 

 

(2)意⾒聴取の結果 
範囲 対象 意⾒聴取の⽅法 

広域 
⼀般 アンケート

調査 
WEB 等 ・８２８回答 

チラシ等 ・情報プラザ、区役所等にアンケート設置：４９６回答 

企業等 ヒアリング調査 ・空港関連企業等を訪問（バス、タクシー、旅⾏会社、物流など）：３１社 

周辺 
地域 

⼀般 
企業等 

説明会 ・空港周辺等：１０箇所 

オープンハウス ・国内線旅客ターミナルロビー：２４５回答 
 

 

 

(3)意⾒聴取結果概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

混雑している

34.7%

やや混雑している

41.6%

ふつう

13.2%

混雑していない

1.9%

分からない

8.6%

N=1,566

地域や道路の現状と課題、道路計画の必要性の意向を把握する 

意⾒聴取期間  ：平成 27 年 7 ⽉ 10 ⽇〜8 ⽉ 8 ⽇
アンケート回答数 ：1,569 件(ＷＥＢ等、チラシ等、オープンハウスの合計) 

■国内線旅客ターミナルへのアクセスについて

走行時間の短縮

35.1%

生活環境（騒音など）

などへの影響

22.6%

交通事故の減少

16.6%

整備費用を

少なくすること

14.6%

災害に強い

5.4%

景観などへの影響

3.6% その他

1.9%

N=1,547

※全回答（未回答は除く） 

25.3%

30.4%

47.3%

28.7%

21.6%

25.6%

20.3%

13.7%

12.7%

11.6%

12.6%

4.4%

14.1%

21.7%

10.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

都市高速道路のランプから

国内線ターミナルまで離れており

一般道を走行すること

太宰府方面から空港通ランプを

利用できないこと

一般道が混雑していること

不便である やや不便である ふつう 不便とは感じない 分からない

N=1,561

N=1,558

N=1,564

50％

■空港周辺道路の混雑について ■自動車専用道路の計画に際し、アクセス
 改善、混雑緩和以外で重視すべきこと 

※全回答（未回答は除く） ※全回答（未回答は除く）

「混雑している」「やや混雑している」が７割以上

「⾛⾏時間の短縮」や「⽣
活環境などへの影響」を
重視すべきとの声が多い

「不便である」「やや不便である」が５割以上

第１回意見聴取の結果 
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7月～8月

第1回
第三者委員会

（H27.7.2）

【審議事項】
◆検討の進め方
◆地域や道路の現状

と課題
◆道路計画の必要性
◆意見聴取方法

意見聴取
（H27.7.10～8.8）

【意見聴取内容】
◆地域や道路の現状

と課題
◆道路計画の必要性

第2回
第三者委員会

（H27.9.7）

【審議事項】
◆意見聴取結果の確認
◆複数案の設定
◆評価項目の設定
◆複数案の比較
◆意見聴取方法

9月以降

意見聴取

【意見聴取内容】
◆複数案
◆評価項目
◆複数案の比較

第3回
第三者委員会

【審議事項】
◆意見聴取結果の確認
◆対応方針（案）
◆概略計画案の選定

概
略
計
画(

1
案)

の
決
定

都
市
計
画
決
定
手
続

H28以降

環
境
影
響

評
価
手
続

配慮書（※）手続

配慮書の
公告・縦覧・公表

住民等
の意見

市長の
意見

大臣
意見

都
市
計
画

環
境
影
響

評
価

（※）配慮書：事業の早期段階における環境影響について検討しまとめたもの

概略計画の検討の進め方 

道路計画の必要性（案） 

地域や道路の課題を改善するための方策の方向性は、以下のとおりです。 

皆さまや第三者委員会等のご意見を伺いながら、いくつかの案を検討し、計画の熟度を高めつつ、
社会面、経済面、環境面等の様々な観点から総合的に評価して、概略計画を決定します。 

今回のアン
ケート調査

方向性 

◎国内線旅客タ
ーミナルへのア
クセス改善 

◎ 空 港 周 辺 幹
線道路の混雑
緩和 

◎事故危険性の
低減 

◎沿道環境への
影響の低減 

第１回第三者委員会 

交通体系の望ましい姿(福岡市都市交通基本計画)
〇都市の⾻格を形成する総合交通体系の構築

第１回意⾒聴取の結果 

〇空港アクセス⼿段の約５割は、バス・⾃家⽤⾞等
〇都市⾼速道路から国内線旅客ターミナルまで２〜５km 程度

⼀般道を⾛⾏する必要がある 
〇太宰府⽅⾯から「空港通」ランプは利⽤できない 
〇空港周辺の幹線道路は混雑し、⾃動⾞の旅⾏速度は低く、 

また、事故危険性の⾼い箇所が多い 

〇国内線旅客ターミナルへのアクセスについては「不便である」、「やや不
便である」とする意⾒が 5 割以上（⾃動⾞類利⽤者は 7 割以上）

〇空港周辺の道路については「混雑している」「やや混雑している」とする
意⾒が 7 割以上（⾃動⾞類利⽤者は 9 割以上） 

〇「⾛⾏時間の短縮」「⽣活環境などへの影響」を求める声が多い など

地域や道路の現状・課題

前回のアン 
ケート調査 

都
市
計
画
（
案
）
の

検
討

計画段階

方
法
書
手
続

方
法
書
の
公
告
・

縦
覧
・
説
明
会

市
長
の
意
見
・

住
民
等
の
意
見
聴
取

現
地
調
査
・
予
測
・

評
価
等

準
備
書
手
続

都
市
計
画
（
案
）

準
備
書
の
公
告
・

縦
覧･

説
明
会

都
市
計
画
（
案
）の

公
告
・
縦
覧
・
説
明
会

市
長
の
意
見
・

住
民
等
の
意
見
聴
取

評
価
書
手
続

評
価
書
（
案
）

大
臣
等
の
意
見

都
市
計
画
審
議
会

都
市
計
画
決
定

都
市
計
画
決
定
告
示

・
図
書
の
縦
覧

評
価
書
の
公
告
・

縦
覧

事
業
化
手
続
き

工
事
着
手

事業段階

都
市
計
画

環
境
影
響
評
価

(参考)平成２８年度以降の進め⽅ 

 
自 
動 
車 
専 
用 
道 
路 
に 
よ 
る 
対 
策 
案 
を 
検 
討 

○詳しい資料は福岡市役所のホームページでも 
ご覧いただけます 

http://www.city.fukuoka.lg.jp/jutaku-toshi/jidosha-senyo/shisei/fukuokakuko_jisenndou/fukuokakukojisendokeikakukenntou.html 

福岡空港 自動車専用 検 索 
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